










































































































（1）と（2）の目的語は名詞、（3）と（4）の目的語は時間詞、（5）と（6）の目的語は “ 的 ” 構造である。
この種の構造においては（中略）主語と目的語は、意味上、類とその成員の関係（包摂関係）にある。













































Ａ、Ｂが誤りとされるのは、「（一条）河（“ 一筋の ” 川）」、「（一个）小山（“ 一つの ” 小さな山）」、「（一
个）学校（“ 一つの ” 学校）」はいずれも聞き手にとっては未知の、新しい情報であることから、Ａは「動
詞（在）の前には確定したもの（既知のもの）を置かなければならない」という規律に反しており、Ｂは
「まず相手の知っていることを言い、その後に新しいことを言う」という規律に反しているためであると
する。そして家を説明するこの文章に於ける話題（主題）は「（我家）前面（“ 私の家の ” 前）」、「（我家）























































































林少華訳—『羅生門』（2005 年 5 月　青島出版社）所収（以後Ｌと表記する）
楼適夷訳—『羅生門』（2006 年 8 月　浙江文芸出版社）所収（以後Ｓと表記する）














原作 Ｌ Ｓ Ｎ
段落数 10） 36 30 35 32
文　数 11） 152 140 92 145
原作 Ｌ Ｓ Ｎ
全体の文数 152 140 92 145
主題を持つ文数 12） 68 93 67 110































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）テキストは『芥川龍之介全集』（1977 年 7 月，岩波書店）による。
２）「日本語の主題――叙述の類型の観点から――」（『主題の対照』2004 年 12 月　くろしお出版）及び「日
本語から外国語を見る――日本語研究からの発信」（〈日本語学〉vol.25　2006 年 3 月　明治書院）
３）朱徳熙「“的”字结构和判断句（“ 的 ” を用いた構造と判断文）」（〈中国語文〉1978 年第 1 期、第 2 期）
４）朱徳熙『語法講義』（1981 年　北京商務印書館）、翻訳：杉村博文・木村英樹訳『文法講義――朱徳
熙教授の中国語文法要説』（1995 年 10 月　白帝社）
５）遠藤紹徳『中↔日翻訳表現文法』（1989 年 4 月　バベル・プレス）





















14）王浩智『日本語から学ぶ中国語・中国語から学ぶ日本語』（2004 年 11 月　東京図書株式会社）
15）副詞を補うことに関しては、藤田昌志『日中対照表言論』（2007 年 10 月　白帝社）が「より言語習
慣上の理由が色濃い加訳」として言及している。それによれば「日本語の表現にはないが、言語習慣
上の理由の色濃い加訳であるから、中国語を母語としない外国人にとっては最も難しい部類に属する
加訳である」とされ、例えば次のような例が挙げられ、下線部「竟（意外にも）」が加訳されたもの
であるとする。
「お母さんが先に死ぬなんて、ねえ」京子は幾度も同じ言葉を繰返したがもう泣かなかった。（『恍惚の人』）」
“真没想到妈竟先走了一步，唉！”京子反覆说着这么一句话，已不再哭了。
この問題に関してはなお検討が必要であると思う。参考までに挙げておく。
一九
